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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公開番号】特開2006-219574(P2006-219574A)
【公開日】平成18年8月24日(2006.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2006-033
【出願番号】特願2005-33999(P2005-33999)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/06     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/24     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   4/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/61    ＣＰＦ　
   Ｃ０９Ｋ  11/00    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/02    　　　Ａ
   Ｃ２３Ｃ  14/06    　　　Ｋ
   Ｃ２３Ｃ  14/24    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｔ   1/00    　　　Ｂ
   Ｇ２１Ｋ   4/00    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
気相堆積法により支持体上に蛍光体層を形成する放射線画像変換パネルの製造方法におい
て、真空容器内に蒸発源を有する蒸着装置を用い、同心円上に並べられた複数の蒸発源を
同時に蒸発させることにより、蒸着膜からなる蛍光体層を形成することを特徴とする放射
線画像変換パネルの製造方法。
【請求項２】
複数の蒸発源を同心円上に等間隔で配置することを特徴とする請求項１に記載の放射線画
像変換パネルの製造方法。
【請求項３】
同心円上に並べられた複数の蒸発源を同時に蒸発させることにより鮮鋭性ムラを低減した
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【請求項４】
蛍光体原料を蒸発源として原料容器に入れたことを特徴とする請求項１～３の何れか１項
に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【請求項５】
前記蒸発源を配置する同心円が複数個あることを特徴とする請求項１～４の何れか１項に
記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
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【請求項６】
真空容器内に支持体回転機構を有し、支持体を回転しながら蒸着することを特徴とする請
求項１～５の何れか１項に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【請求項７】
請求項１～６の何れか１項に記載の製造方法により形成されたことを特徴とする放射線画
像変換パネル。
【請求項８】
蛍光体層に、基本組成式（Ｉ）で表されるハロゲン化アルカリを母体とする輝尽性蛍光体
を含有することを特徴とする請求項７に記載の放射線画像変換パネル。
　基本組成式（Ｉ）
　Ｍ１Ｘ・ａＭ２Ｘ′2・ｂＭ３Ｘ″3：ｚＡ
〔式中、Ｍ１はＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓの各原子から選ばれる少なくとも１種のア
ルカリ金属原子であり、Ｍ２はＢｅ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ｃｕ及びＮ
ｉの各原子から選ばれる少なくとも１種の二価金属原子であり、Ｍ３はＳｃ、Ｙ、Ｌａ、
Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｌ
ｕ、Ａｌ、Ｇａ及びＩｎの各原子から選ばれる少なくとも１種の三価金属原子であり、Ｘ
、Ｘ′、Ｘ″はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＩの各原子から選ばれる少なくとも１種のハロゲンで
原子であり、ＡはＥｕ、Ｔｂ、Ｉｎ、Ｃｅ、Ｔｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｙｂ、Ｅｒ
、Ｇｄ、Ｌｕ、Ｓｍ、Ｙ、Ｔｌ、Ｎａ、Ａｇ、Ｃｕ及びＭｇの各原子から選ばれる少なく
とも１種の金属原子であり、また、ａ、ｂ、ｚはそれぞれ０≦ａ＜０．５、０≦ｂ＜０．
５、０＜ｚ≦０．２の範囲の数値を表す。〕
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（２）
複数の蒸発源を同心円上に等間隔で配置することを特徴とする（１）に記載の放射線画像
変換パネルの製造方法。
　（３）
同心円上に並べられた複数の蒸発源を同時に蒸発させることにより鮮鋭性ムラを低減した
ことを特徴とする（１）又は（２）に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
　（４）
蛍光体原料を蒸発源として原料容器に入れたことを特徴とする（１）～（３）の何れか１
項に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
　（５）
前記蒸発源を配置する同心円が複数個あることを特徴とする（１）～（４）の何れか１項
に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（６）
真空容器内に支持体回転機構を有し、支持体を回転しながら蒸着することを特徴とする（
１）～（５）の何れか１項に記載の放射線画像変換パネルの製造方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（７）
前記（１）～（６）の何れか１項に記載の製造方法により形成されたことを特徴とする放
射線画像変換パネル。
　（８）
蛍光体層に、基本組成式（Ｉ）で表されるハロゲン化アルカリを母体とする輝尽性蛍光体
を含有することを特徴とする（７）に記載の放射線画像変換パネル。
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